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ハ
イ
カ
ラ
な
西
洋
文
化
を
深
く
吸
い
込

み
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
ミ
ナ
ト
神
戸
の

元
町
に
「
柴
田
善
吉
洋
服
店
」
は
あ
る
。

開
港
か
ら
ほ
年
後
の
1
牒
8
3
年
（
明
治

1
6
年
）
、
居
留
地
の
英
国
人
の
店
で
修
業

し
た
初
代
「
害
毒
L
 
T
8
5
㌢
～
1
9

2
3
年
）
が
、
注
文
紳
士
服
を
手
が
け
る

テ
ー
ラ
ー
を
開
業
し
た
の
が
婚
ま
り
だ
。

文
明
開
化
は
、
首
本
に
「
洋
脇
の
時
代
」

の
到
来
を
告
げ
た
。
神
戸
で
は
、
多
く
の

職
人
た
ち
が
腕
を
競
い
合
い
、
そ
の
技
術

と
セ
ン
ス
は
、
や
が
て
「
神
戸
洋
服
」
と

し
て
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
．
つ
た
。

服
地
や
型
紙
が
整
然
と
並
ぶ
今
の
「
書

告
」
の
店
に
は
、
．
初
代
が
仕
立
て
た
明
治

の
元
勲
、
伊
藤
博
史
の
黒
い
フ
ロ
ッ
ク
コ
．

－
ト
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
顧
客
に
は
藤
田

財
閥
を
興
し
た
藤
田
伝
三
郎
や
、
松
下
電

器
産
業
を
創
業
し
た
松
下
幸
之
助
ら
財
界

ト
ッ
プ
た
ち
も
名
を
連
ね
た
。

ロ

「
ほ
ら
、
う
ち
の
洋
服
に
は
襟
の
裏
に
、

小
さ
な
店
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
だ
け

で
し
ょ
。
初
代
は
日
本
人
で
最
初
に
洋
服

作
り
の
修
業
を
し
た
テ
ー
ラ
ー
。
ほ
か
の

店
と
区
別
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で

す
」
。
4
代
目
の
現
社
長
、
柴
田
童
只
5
7
）

は
胸
を
張
る
。

ラ
ベ
ル
に
は
、
「
O
」
に
「
金
」
の
屋

号
。
か
つ
て
、
こ
の
マ
ル
キ
ン
は
、
塵
入

れ
す
る
時
に
威
力
を
発
揮
し
た
と
い
う

が
、
そ
れ
は
余
談
。
「
初
代
は
「
金
の
字

を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
『
人
ニ
ハ
、
－
（
し

ん
ぼ
う
）
が
一
雷
と
読
ま
せ
た
の
で
す
」

■
洋
脹
作
り
は
、
向
回
針
を
使
っ
た
か
で

手
間
を
表
す
ご
し
こ
で
は
、
最
低
で
も
上

着
は
6
方
針
、
ズ
ボ
ン
は
3
、
方
針
。
「
す

い
て
る
時
で
も
、
仕
上
が
り
に
1
か
月
か

か
り
ま
す
」
と
い
う
。
1
着
、
最
低
で
も

2
0
万
円
程
度
。
だ
が
へ
川
年
間
は
着
ら
れ

る
と
い
う
丈
夫
さ
と
上
質
感
、
着
心
地
の

良
さ
が
、
顧
客
を
ひ
き
っ
け
て
き
た
。

体
に
触
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た

明
治
天
皇
の
洋
服
を
、
採
寸
せ
ず
に
仕
立

て
た
逸
話
が
残
る
初
代
。
毛
織
物
を
学
ぶ

た
め
、
政
府
派
遣
で
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン

に
留
学
し
た
2
代
目
（
1
8
8
6
㌢
1
9

3
4
年
）
。
先
代
の
3
代
目
は
、
戦
時
下

の
混
乱
も
あ
っ
て
「
書
き
で
な
く
本
名

型紙のか7ヒちをした
「日本近代洋服発祥の

地」の顕彰碑（神戸市
中央区の東遊園地で）

明き台時代未ご
ろの柴田善吉
洋服店での作
業風景（柴田
さん提供）

歩
き
方
、
姿
勢
を

に
は
左
右
の
筋

る
。
採
寸
の
前
に

張
を
解
き
ほ
ぐ
す

人
の
品
格
、
風
格

の
高
明
で
通
し
、
戦
後
、
店
の
復
興
に
奔

走
し
た
。

4
、
代
目
の
柴
田
は
、
大
学
を
出
た
頃
、

先
代
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
て
こ
い
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
や
」
と
勧
め
ら
れ

て
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
も
出
か
け
、
本
場
の

洋
服
作
虻
の
現
場
を
見
て
回
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
以
外
に
は
不
思
議
と
、
仕
事
の
や
り

方
に
口
を
挟
ま
れ
た
記
憶
は
な
い
。

そ
ん
な
先
代
の
態
度
が
、
阪
神
大
震
災

で
被
災
し
た
時
だ
け
は
逼
っ
た
。
「
戦
争

で
は
日
本
中
が
焼
け
野
原
に
な
っ
た
ん

や
。
頑
張
っ
て
、
営
業
を
続
け
ん
と
あ
か

か
ら
、
寸
法
に
は

本
当
の
体
形
を
見

縫
製
に
も
細
心

告
」
の
店
に
来
る

た
き
込
ん
だ
の
が

田
中
常
三
郎
．
T

そ
の
父
、
唐
沢
光

5
年
）
も
「
関

わ
れ
た
洋
服
づ
．

神戸洋服

に　てい
こ三なみ」
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J
轟
咤
竃
わ
た
d

戦
火
で
焼
け
、
近
く
に
再
建
し
凝
レ
ン

ガ
造
り
の
店
は
、
震
災
で
壁
が
は
飾
れ
る

な
ど
「
全
壊
」
の
被
害
を
受
け
た
。
店
に

は
受
け
継
が
れ
た
約
4
万
人
分
の
型
紙
が

痍
っ
て
い
た
。
柴
田
は
倒
壊
が
心
配
で
立

ち
入
り
を
禁
じ
た
が
、
職
人
た
ち
は
、
こ

っ
そ
り
と
店
に
入
り
、
約
4
0
0
0
人
分

の
型
紙
を
取
り
出
し
て
き
た
。

「
怒
っ
て
い
い
の
や
ら
、
意
い
の
や
ら
」
。

だ
が
、
地
震
発
生
か
ら
1
か
月
余
り
で
、

ビ
ル
の
空
室
で
仮
営
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
と

き
、
柴
田
は
、
家
業
を
守
り
、
技
を
伝
え

残
す
こ
と
の
重
み
を
、
兎
代
や
職
人
た
ち

か
ら
教
え
ら
れ
た
思
い
が
し
た
。

回

洋
服
作
り
の
工
程
は
、
服
地
選
び
、
裁

断
、
■
縫
製
と
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。

服
地
を
仕
切
る
柴
田
の
右
腕
で
、
裁
断

を
得
意
と
し
品
質
に
日
を
光
ら
せ
る
の
が

稲
沢
治
徳
（
6
8
）
。
2
0
歳
代
半
ば
に
職
人
と

し
て
採
用
さ
れ
、
4
年
後
に
は
2
0
人
余
の

従
業
員
ら
を
指
導
す
る
職
長
に
抜
て
き
さ

れ
、
今
は
工
場
長
の
肩
書
を
持
つ
。
■


